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うれしいうれしい一年生
春

の
野

牛
何
に
人
行

き
人
帰

る子
規

例

年
に
な

い
早
い
㈲
の
訪
れ
で
、

農
作
業
は
好

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

こ

の
分
だ
と

、
田

植
え

も
相
当

早
く
な

る
の

だ
う
っ
か
。

山
菜

の
ア
ザ

ミ
は
、
味
噌
汁

に

し

て
も
う

食

べ
た
。

早

い
の
は
、
何

も
植
物
に

隕
っ

た
こ

と
で
は
な

い
ら
し

く

、
魚
も

早
く
姿

を
見
せ
た

と
い
う
。

カ
レ
イ
も

ポ
ッ

ケ
も
早
く
来

た

そ
う

だ
。

そ

ん
な
暖
か

い
春

の
一
日

、
蓬

田
小
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
た
。

四
月

七
日
金
曜
日

、
快
晴
。

千

を
引

く
親
も

、
引
か

れ
る
子

も

、
ま
よ
し

い
く

ら

い
明

る
匸

頷

で
や

っ
て
来
る
。

新
し

い
校
長
先

生
は
、
十

年
く

ら

い
前

に
村
の
社
会

教
育
課

に
い

た
ｙ
』
と
の
あ

る
親

の
知
っ

た
顔
。

ｙ
」
の
張
り
切
り

校
長

と
、
子

供

達

は
ど
ん
な
交
流

を
持
つ

の
だ
ろ

う

か
。

期
待
し
て

い
る
の

は
、
ど

う
も

僕
だ
け
で

は
な

い
よ
う

だ
。

５
月

1989
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●
平
成
元
年
度
村
の
予
算

十
四
億
七
百
万
円
で
ス
タ
ー
ト

平
成
時
代
の
幕
あ
け
・
き
び
し
い
予
算
編
成
！

当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

蓬
田
村
長

八
　
戸
　
良
次
郎

明
る
く
、
豊
か
な
、
住
み
よ

い
、

村

づ
く
り
を
心

が
け

、
就
任

後
二

回
目

の
当
初
予

算
を
編
成
致
し

ま

し

た

が
、
年
号
も
平
成
と
改
ま
り
、

二

十
一
世
紀

を
展
望
し

た
蓬
田

村

を
建
設
す

る
為

、
決
意
を
新

た
に

し

て
、
議
会

を
初
め
、
村
民

の
特

段

の

ご
力
添
え

を
頂
き
な

が
ら
、

迷
う

事
な
く
前

進
し

た

い
と
存
じ

て

い
ま
す
。

ま

た
、
今
年

は
、
村
制
施
行
百

周

年
に
当

り
ま
す

の
で
、
記

念
事

業

を
も
実
施

い
た
し

た
く

、
更

に

ふ
る
さ
と
創
生

に
一
億
円

の
交
付

金

が
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

国

の
諸
制
度

も
堅
調
に
な
り

つ

つ
あ
り

、
主
体
的
な

地
域

づ
く
り

の
構
想

も
立
案
し
易

く
な
り
つ

つ

あ
り
ま
す
。

私
は
何
時

も
申
し
上

げ
て

お
り

ま
す

が
、
総
合
的
な
村

の
発
展

方
策
は
当
然
で

あ
り
ま
す

が
、
就
中
産
業
構
造
の
基
盤
整
備
、

高
度
化

が
主
軸
で
あ

る
と
考
え

夫

々
に
意

を
用

い
て
参

っ
た
つ
も
り

で
あ
り

ま
す
。

農
業

を
主
体
に
第

一
次
産
業
は

極

め
て

き
び
し

い
環

境
に
あ
り

、

特
に
農

産
物
の
自
由
化

、
産
地
間

競
争

問
題
な

ど
、
厳
し

さ

加
増
寸

中
、
米

、
畑
作
野
菜

、
畜
産
、

林

業
共

々
に
低
コ

ス
ト

の
経
営
を

進

め
て

い
き
ま
す

。
水

産
業
に
つ

い

て
も
養

殖
漁
業
の
振
興

、
漁
港
の

継
続
整
備

、
新
し

い
漁
港
の
建
設

等
に
も
力
添

え
を
し

た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た

、
主
要

幹
線
道

路
の
拡
幅

改
良
、
舗

装
な

ど
を
重

点
に
整
備

し

、
農
免

農
道
の
新
設

、
将
来
的

な
二

八
〇
号

線

バ
イ

パ
ス
の
推
進

を
考
慮
し

、
交
通

体
系
の
整
備
を

進
め
て

い
き
ま
す
。

高
齢
化

社
会
に
向
け
て

の
福
祉

対
策
、

さ
ら
に
観
光
開
発

、
商
工

業
の
振
興

、
小

中
学
校

の
一
貫
教

育
の
推

進
に
努
め
、
厳
し

い
財
政

下

、
安
定
し
た
村
経
済
を
め
ざ
し

、

こ
の
苦
境

を
乗

り
越
え

る
方
策
を

村
民
と
共

に
、
英
知
を
結
集
し

合

い
一
歩
一

歩
前
進
し
て

ゆ
く
積
り

で
あ
り
ま
す
。
国

、
県

の
指
導
を

う

け
る

と
共

に
、
皆
様

の

ご
協
力

を
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

入
る
お
金

当
初
予
算
に
占
め
る
割
合
の
最

も
高
い
の
が
地
方
交
付
税
で
、
歳

入
全
体
の
約
六
十
％
（
八
億
二
千

万
円
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
村
税
十
・
七
％
（
一
億
五

千
百
八
万
円
）
、
繰
入
金
、
県
支

出
金
、
村
債
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割

合
は
、
約
二
十
二
％

こ
二
億
四

千
二
百
万
円
）
と
な
り
、
地
方
交

付
税
等
へ
の
依
存
財
源
が
約
七
十

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
割

合
は
前
年
度
と
同
じ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

出
る
お
金

目

的
別

に
高

い
割
合
を
占

め
て

い
る
も
の
を
順

に
あ
げ
る

と
、
職

員
等

の
給
与
な

ど
の
人
件
費

、
次

い
で
小

学
校

グ
ラ

ン
ド
整
備
や

農

道
等
整
備
事
業
等
の
投
資
的
経
費
、

長
期
借
入
金
返
済
の
公
債
費
、
事
務

事
業

等
施
行

の
た
め
の
物
件

費
、

団
体

の
補
助
や

一
部
事
務
組
合

負

担
金

の
補
助
費
等

、
施
設
や

道
路

除
排
雪
の
維
持
補
修
費
、
繰
出
金
、

扶
助

費
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平成元年度予算●2
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出るお金 1,407，21

8,000円議　会　費
54,707

千円

（3.9％）

・議員報酬…………31,079 千円

・議員活動費………5,224 千円

総　務　費
263,208千円
（18.7
％）

・交通安全対策費…6,694 千円

・広報紙関係………2,069 千円

・参議院議員選挙費1,649 千円

・農林業センサス調査費

724千円

民　生　費
145，018

千円

・老人福祉費………4,370 千円

・防犯対策費………1,817 千円

・児童手当…………6,920 千円

・保育所費…………57,710千円

・児童館費…………12,027千円

衛　生　費
70,346

千円

・蟹田地区環境整備組合負担金

…………………29,095千円

・母子衛生費………1,738 千円

・老人保健事業費…12,674千円

・婦人の健康づくり推進事業

…………………1,181 千円

労　働　費
552千円
(00.%)]

・出稼援護関係費………109 千円

・労働者協議会補助金135 千円

農林水産業費
254，87

7千円

（18.1％

）
・農業委員会費………17,755千円

・村営牧場運営費……12,520千円

・阿弥陀川地区農道整備事業費

……………………46,521千円

・汐越地区農道整備事業費

……………………15,474千円

・阿弥陀川地区ため池整備事業費

……………………20,227千円

・県営農免農道整備事業負担金

……………………5,763 千円

・県営㈲辺地地区かんがい排水事

業負担金……………5,565 千円

・県営長科地区農道整備事業負担

金……………………4,800 千円

・水田農業確立対策費5,564 千円

・林業費………………11,747千円

・水産業費……………1,830 千円

商　工　費
4，627千円

（0.3%)

・海水浴場運営費………320 千円

・商工会補助金…………650 千円

・村おこし事業補助金…300 千円

・観光協会補助金……1,000 千円

土　木　費
188,40

6千円

（13.4％

）・阿弥陀川下線道路改良事業

……………………30,000 千円

・特定交通安全施設整備事業

……………………30,000 千円

・郷沢３－６号線道路改良事業

……………………25,000 千円

・郷沢１－１号線道路改良事業

……………………17,300千円

・除排雪経費…………10,453千円

・板木沢川河川改修事業

……………………21,000千円

・蓬田漁港改修負担金8,000 千円

消　防　費
65,576千円

（4.7％）

・広域消防事務組合負担金

……………………39,952千円

・モーターサイレン購入費

………………………470 千円

・防火水槽新設費……9,000 千円

教　育　費
168，68
1千円
（12.0％
）

・一貫教育推進事業費補助金

……………………1,000 千円

・小学校グランド整備事業

……………………5,289 千円

・小学校費……………15,091千円

・中学校費……………16,675千円

・幼稚園費……………14,357千円

・公民館費……………24,592千円

・スキー場運営費……1,134 千円

・学校給食センター繰出金

……………………26,732千円

災害復旧費
7，662千

円

公　債　費
178,602千円。

(12.7

％）
・元金………………108,638 千円

・利子…………………69,964千円

予　備　費
4，956千

円

（0.4％）3●平成元年度予算



特
　
別
　
会
　
計
　
の
　
予
　
算

国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

額
は
、
三
億
二
千
四
百
三
十
一
万

円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
四

千
十
二
万
七
千
円
（
十
一
％
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
伸
び
が
横
ば
い
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
保
険
給
付
費
が

大
き
く
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
世
帯
当
り
の
税
額
は
十
九
万

八
千
八
百
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
医
療
費
と
し
て
支
払
わ
れ
る

お
金
は
、
一
世
帯
当
り
二
十
九
万

四
千
円
、
一
人
当
り
八
万
八
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健

特

別

会

計

老
人
保
健
特
別
会
計
の
予
算
額

は
、
二
億
六
千
三
百
七
十
四
万
九

千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

八
百
八
十
二
万
六
千
円
（
三
・
五

％

）
の
増

と
な
っ
て

い
ま
す

。

こ
の
特
別

会
計
は
、
七

十
歳
以

上

の
お
年
寄

り
の
方
の
医
療

費
を

支

払
う

た

め
の
会
計
で
あ
り
ま
す
。

医
療
費
は
、
村
の
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
が
七
十
％
を
負
担
し

て
お
り
、
一
般
会
計
が
五
％
分
を

繰
出
し
、
残
り
を
国
・
県
が
負
担

し
て
お
り
ま
す
。

お
年
寄
り

Ｉ
人
当
り
の
医
療
費

は
、
六
十
二
万
五
千
円
と
な
り
ま

す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

特

別

会

計

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

の
予
算
額
は
、
四
千
七
百
七
十
九

万
八
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
百
八
十
五
万
八
千
円
（
三
・

七
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
小
学

校
児
童
十
三
人
、
中
学
校
生
徒
九

人

が
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま

た
、
国
の

消
費
税
法
施
行

に

伴

い
、
給
食
費

の
負

担
金

が
小

学

校
児
童
五

円
、
中

学
校
生
徒
六
円

、

幼
稚

園
児
六
円

の
値
上

が
り

と
な

っ
て

い
ま
す
の
で

、

ご
協
力
を

お

願

い
し

ま
す
。

平成元年度予算●4

そ
ん
み
ん
ひ
と
り
あ
た
り
出
る
お
金

議 会 費
12,995円

総 務 費
62,520円

民 生 費
34,446円

衛 生 費
16,709円

労 働 費
132円

農林水産業費

60,541 円

商工 費
1,099円

土 木 費
44,752円

消 防 費
15,576円

教 育 費
40,067円

災 害復|日費

1,820 円

公 債 費
42,423円

予備 費
1,177円

※平成元年４月１日現在人口

4,210 人

広　報　よ　も　ぎ　た
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水産物処理加工施設

新築落成
国
の
補
助
金
活
用

第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対

策
事
業
で
建
設
中
だ
っ
た
蓬
田
村

水
産
物
処
理
加
工
施
設
が
三
月
三

十
日
（
木
）
に
完
成
し
、
竣
工
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
就
業
対
策
と
村

お
こ
し
対
策
の
一
環
と
し
て
、
水

産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
農
林

水
産
業
者
の
所
得
を
拡
大
し
、
地

域
産
業
の
推
進
拠
点
と
し
て
重
要

な
役
割
り
を
担
う
と
と
も
に
、
就

業
機
会
の
増
大
を
図
り
過
疎
化
に

歯
止
め
を
か
け
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
促
進
す
る
目
的
で
、
国
・

県
・
村
の
三
者
が
予
算
を
出
し
合

つ
て

、
総
工

費
二

千
六
百
五
万

円

で

建
設
し

た
も
の
で
す
。

村

建
設
機

械
セ

ン
タ
ー
東
側
の

現
場

で
、
午
前
十
時
三

十
分
か
ら

神
主

に
よ
る
お
払
い
を
受
け
た
後
、

八
戸
良

次
郎
村
長
や
関

係
者

が
安

全
操
業

を
祈
願

し
ま
し

た
。

関
係
者
に
感
謝
状

そ

の
後
、
玉

松
公
民
館

へ
会
場

を
移
し
て

、
工

事
に
携

わ
っ
た
川

島

隆
太
郎

建
築
事
務
所
（
青

森
市

）

と
越
田
建

築
（
瀬
辺
地

）
お
よ

び

土
地
協
力
者

の
田
中
力

さ
ん
（
蓬

田

）
に
そ

れ
ぞ
れ
感
謝

状
が
授
与

さ
れ
ま
し

た
。

知
っ
て
得
す
る
税
コ
ー
ナ
ー

桃
栗
三
年
柿
八
年

語
呂

が
い
い
の
で
広
く

使
わ
れ

て

い
る
諺
（

こ
と
わ

ざ
）
に
「
桃

栗
三

年
柿
八

年
」

が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
は

、
種
子
を
ま

い
た
果
実

が
芽
を
出
し

て
か
ら
実

が
な
る
ま

で
、
桃

と
栗

は
三

年
、
柿

は
八

年

か
か
る

と
い
う

こ
と
で

、
何

ご
と

も
そ
れ
相
応

の
年
季
を
入

れ
な
け

れ

ば
成
果

を
上

げ
ら

れ
な
い
と

い

ヽ
つ
こ
レ
」
で
す
。

と
こ
ろ
で

、
相
続
の
場

合
の
果

樹
な

ど
の
価

額
は
、
樹

種

ご
と
に

、

幼
齢
樹

、
成

熟
樹
（
青
年

期

）
、

成
熟
樹
（
壮

年
期

）
及

び
老
年
樹

ご
と
に
区

別
し

、
そ
れ
ら

の
区

分

に
応
ず
る
一
団

地
の
果
樹

ご
と
に

評

価
し
ま
す
。

こ
の
場
合

の
成
熟
樹
（
壮

年
期

）

の
樹

齢
は

、
お
お
む

ね
桃

は
十
年

か
ら
二

十
年

、
柿
は
二
十

年
か
ら

三

十
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
人
も
世
界
有

数

の
長

寿
国

と
な
り
ま
し

た

が
、

い
つ
ま
で
も

成
熟
樹
（
壮
年

期
）
で
頑
張

り
た

い
も
の
で
す

ね
。

5●各課から



生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
て

生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

広　報　よ　も　ぎ　た

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

私
達
は
、
生
活
し

て

い
く
中

で

こ
れ
を
知
り

た
い
と
思

う
こ

と
に

度

々
出
会

い
ま
す

が
、
知
る
機
会

が
な
い
ま
ま

に
忘

れ
て
し
ま
っ

た

り
、
ま

た
、
囲
碁
、
書

道
、

水
墨

画

な
ど

の
作

品
を
見
て

、
こ
ん
な

趣

味
を
持
て

た
ら

と
思

っ
て
も

な

か
な
か
で
き
な

い
ま
ま
で

い
た
り

し
ま
す

。

こ
う
し

て
み
ま
す

と
、
生
活
上

知
り
た
い
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
、
そ

れ
を

見
過

ご
し

て
生

き
て
い
る
よ
う

に

感
じ

ま
す
。

社
会
の
流
れ
が
変
化
し
た

こ
う
し
た
事
情
の
背
景
に
は
、

多
分
に
社
会
的
経
済
的
安
定
を
求

め
て
忙
し
い
毎
日
を
送
り
、
さ
ら

に
、
学
習
機
会
が
適
時
に
得
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で

す
。と
こ
ろ
が
、
生
活
の
中
で
子
ど

も
の
教
育
と
か
仕
事
の
問
題
な
ど

が
絶
え
ず
出
て
く
る
と
同
時
に
、

社
会
が
ゆ
と
り
の
時
間
の
確
保
を

求
め
て
余
暇
を
生
み
出
し
、
さ
ら

に
は
、
情
報
化
・
国
際
化
・
高
齢

化
な
ど
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い

か
分
ら
な
い
よ
う
な
時
代
が
や
っ

て
き
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
と
は

こ
う
し

た
社
会
の
流

れ
の
変
化

や
人
生
八
十
年
型
社
会
の
到
来
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
の
家
庭
教
育
・
学

校
教
育
・
社
会
教
育
と
い
う
分
野

別
学
習
形
態
で
は
連
続
性
や
適
時

性
が
な
く
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な

学
習
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
反

省
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
各
分
野
に
お
け
る

役
割
を
見
直
し
、
互
い
に
協
力
し

あ
い
な
が
ら
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
る
総
合
的
な
学
習
機
会
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

体
系
の
下
に
、
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
の
各
時
期
に
自
主
的
に
学
習
で

き
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る
と
と

も
に
、
魅
力
的
で
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
の
が

生
涯
学
習
社
会
で
あ
り
ま
す
。

果
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
目
標
と

す
る
生
涯
学
習
社
会
へ
の
条
件
整

備
は
、
今
一
歩
の
実
状
に
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、
新
年
度
か
ら
「
生

涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
事
業
」
に

取
り
組
み
、
生
涯
学
習
の
た
め
の

条
件
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

事
業
の
内
容
は
、
表
の
と
お
り

で
す
が
、
三
ヶ
年
計
画
の
初
年
度

と
い
う
こ
と
か
ら
混
乱
し
な
い
よ

う
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な

体
系
を
組
ん
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

に
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
事
業
を

進
め
な
が
ら
み
ん
な
が
参
加
で
き

る
生
涯
学
習
体
系
を
検
討
し
て
い

く
と
い
う
計
画
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。と
も
あ
れ
、
行
政
が
教
育
す
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
が
進
ん
で
学

習
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
御

協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

教育委員会から●6

子

ど
も
悩

み

ご
と
相
談

な
ん
で
も
ど
う
ぞ
／・

教
育
委
員
会
内

昔
二
七
丿
二
五
二
五

回
答
者
　
教
育
長

生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村

事
業
の
取
り
組
み

本
村
の
現
状
を
み
ま
す
と
、
分

野
別
集
団
学
習
形
態
に
よ
り
事
業

を
推
進
し
て
お
り
、
か
な
り
の
成

生涯学習モデル市町村事業の概要

1.生涯学習まちづくり推進本部設置

①村民意向調査の分析

②プログラム開発

③推進体制の整備

④生涯学習まちづくり計画の策定

２．学習情報提供・学習相談

①広報の発行

②学習相談

３．学習プログラムの開発・実践によ

る生涯学習のまちづくり事業

①対象者別学習

②プログラム開発
４．地域ぐるみの社会参加活動の実践

①親と子のわくわくスクール



七
人
・
二
団
体
が
受
賞

村
教
育
功
労
者
表
彰
式
開
催
さ
れ
る

三

月
二

十
一
日
（
火
）
、
中

央
公

民
館
に

お
い
て
、
昭
和

六
十
三

年

度
蓬
田
村

教
育
功
労
者

表
彰
式

が

開
催

さ
れ
ま
し

た
。

主

催
者

を
代
表
し
て

、
奈
良
尹

教
育
長

か
ら
「
色

々
な
形

で
蓬
田

村
を

、
個
人
、
団
体

で
県
内
外
に

高

め
て
く
れ

た
こ

と
は
、
と
て
も

喜

ば
し

く
思

い
ま
す
。

特
に

、
高

体
連

で
の
高
校
生

の
活
躍
、
県
民

体
育
大

会
で

の
ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
三

位
入

賞
等
の
活
躍

は
り
っ

ぱ
な
成

績
だ
と
思

い
ま
す

。
ま
た
、

こ
れ

か
ら
も
教
育
委

員
会
に
出
来

る
こ

と
か
お
り
ま
し

た
ら
協
力
は
惜
し

み
ま
せ
ん

の
で
、
頑
張
っ
て
下

さ

い
ご
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し

た
。

ま

た
、
八

戸
良
次
郎
村
長

は
。

「
村

の
名

声
を
高
め
て

く
れ
た
方

々
ど
う

も
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し

た
。

特
に
、
健
康

づ
く
り
を

ね

ら

い
と
し

た

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の

、

県
民

体
育
大
会
初
参
加

で
、
三
位

入
賞

は
り
っ

ぱ
な
成

績
だ
と
思

い

ま
す
。

こ
れ

か
ら

も
、
明

る
く
豊

か
な
村

づ
く
り

に
努
力
し
ま
す

の

で
、
皆
様
の

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す
ご
と
来

賓
祝
辞
を
述

べ
ら
れ

ま
し

た
。

表
彰
さ

れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者

・
野
藤
健

純
さ
ん
（
体

育
協
会
役

員
、
駅

伝
選
手
外

）

▼
婦
人
会

・
清
水

キ

ク
ヱ
さ
ん

・
張
間
　

キ
ョ

さ
ん

▼
ス

ポ
ー

ツ

・
蓬
田
村

青
年
団
体
連
絡
協

議
会

女
子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
部

（
県
青

年
大
会
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
団

体
優

勝

）

・
蓬
田

村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル
部
（
県

民
体
育
大

会

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
三

位
入
賞

）

・
佐
井

覧
さ
ん
（
県
中

学
校
体

育

大

会
陸
上
三

種
競
技
三
位
入
賞

）

・
小

鹿
誠

さ
ん
（
県
民
体
育
大

会

砲
丸
投
げ
三

位
入
賞

）

・
中
川
真
里

さ
ん
（
県
高
等

学
校

総
合
体
育
大

会
ホ
ク
シ
ン
ダ
ー
ツ

ェ

ザ
ー
級
優
勝

）

・
横
山
興

道
さ
ん
（
県

高
等
学
校

総
合
体

育
大
会

レ
ス
リ

ン
グ
フ

リ

ー
8
1臨
級
優
勝

）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
八
月
号
か
ら
連
載
し
て

ま
い
り
ま
し
た
「
わ
た
し
の
ア
イ

デ
ア
健
康
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
、
し

ば
ら
く
の
間
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

県
青
年
の
船
に

乗
り
ま
せ
ん
か

「

今

、

無

限

の

可

能

性

を

秘

め

た

若

者

た

ち

を

乗

せ

て

船

出

の

時

が

き

た

、

さ

あ

、

海

に

集

い

、

大

陸

に

学

ぼ

う

、

そ

し

て

、

共

に

み

つ

め

よ

ヽ
つ

、
考

ヽ
疋

卜
そ
つ

、
拓

こ

ゝ
フ

、

わ

た
し

た
ち

の
故

郷
を
」
を

ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
第
三

回
青
森
県

青
年

の
船

事
業

が
実
施

さ
れ

る
こ
と
に

な
り
、
今

、
団

員
を
募
集
し

て
お

り
ま
す
。

▼
期
　

間
　

平

成
元
年
九
月

十
日

～
九
月
二

十
三

日
（
十
四

日
間

）

▼
訪
問
先
　

中
華
人
民

共
和
国
、

大
韓

民
国

▼
経
　

費
　

十
四
万

七
千
円

▼
対
象

者
　

村
内

在
住
者
（
二

十

歳

か
ら
三

十
歳

）

▼
募
集

人
員
　

三

名

▼

申
込
先
　

蓬
田

村
教
育
委

員
会

社
会
教
育
課

登
二

七
－

二

一
一

一
　（
内

）
二

七
一

▼
申
込
方
法
　

直
接
社
会

教
育
課

へ

お
申

込
み
下

さ
い
。

毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
も

開
館
し
ま
す

村
中
央
公
民
館
が
新
規
に
実
施

多
様
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い

て
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

公
民
館
は
、
集
会
場
、
憩
い
の

家
、
茶
の
間
な
ど
の
多
様
な
役
割

を
果
た
す
の
が
使
命
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
当
然
生
涯
教
育
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
す
。

そ
の
機
能
を
充
分
生
か
せ
る
よ

う
四
月
か
ら
中
央
公
民
館
を
更
に

開
放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
新
た

に
開
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

前
日
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し

て
、
許
可
を
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
で
の
利

用
、
各
種
団
体
の
会
議
、
研
修
会

等
に
使
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
こ
の
日
は
児
童
、
一
般

図
書
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

7●教育委員会から



児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
は
、
国
・
地
方
公
共

団
体
・
事
業
主
の
三
者
が
費
用
を

負
担
し
合
い
、
子
ど
も
を
育
て
て

い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
や
社
会
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て

あ
げ
る
こ
と
を
期
待
し
た
制
度
で

す
。児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
人

が
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
と
き
支
給
さ
れ
ま

す
。
①
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後

に
生
れ
た
児
童
を
含
む
十
八
歳
未

満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
こ
と
。

な
お
、
児
童
に
つ
い
て
は
、
自

分
の
子
ど
も
で
あ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
子
を
監
護
し
、
一

定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
そ
の
人
の
前
年
（
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
月
分
の
児
童
手
当
に
つ

い
て
は
前
々
年
）
の
収
入
が
、
一

定
の
額
に
満
た
な
い
こ
と
。

児
童
手
当
の
支
給
額

二

人
目

の
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、

月

額
二
千
五
百
円

、
三

人
目
以

降

の
子

ど
も

に
つ

い
て
は

、
一
人
に

つ
き
月
額
五
千
円

か
支
給

さ
れ
ま

す
。な
お
、
支

給
は
毎
年
二
月

・
六

月

・
十
月

に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で

が
支

給
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

児
童
手
当認
定
請
求
書

は
じ

め
て
児

童
手
当

の
支
給
を

受
け
よ
う

と
す

る
場
合
や

、
児
童

手
当
の
支
給

を
す
で
に
受
け

て

い

る
人

が
、
他

の
市
区

町
村

に
住
所

が
か
か
っ

た
場

合
に
は

、
す

ぐ
児

童
手
当
認
定

請
求
書
を

役
場

に
提

出
し
て
く

だ
さ
い
。

児
童
手
当

の
支
給
は

、
認
定
請

求
の
翌
月

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
し

な

い
と
、
受

給
資

格

が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る
月
分
の

手
当

が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お

、
公

務
員
の
場
合

は
、
そ

れ

ぞ
れ

の
勤

務
先

に
児
童
手

当
認

定
請
求
書

を
提
出
す

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届

受

給
者
の
方
は

、
毎
年
六
月
一

日

か
ら
六
月
三

十
日

ま
で
の
間

に

児
童
手

当
現
況
届

を
役
場
に
提
出

し
て

く
だ
さ

い
。

こ

の
児

童
手
当
現
況

届
は
、
受

給
者

の
前
年
の
所
得

の
状
況

と
六

月
一
日

現
在
の
養
育

の
状
況
な

ど

を
毎

年
確
認
す
る
た
め
の
届

で
す
。

も
し
、
こ
の
届

を
出
さ
な
い
と
、

引

き
続
い
て

支
給

資
格

が
あ
っ
て

も

、
六
月

分
以

後
の
児

童
手
当

の

支
給

を
受
け

る
こ

と
が
で
き
な
く

な

る
こ
と

が
あ
り

ま
す
か
ら

、
必

ず
提
出
し

て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
の
届

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
旨

を
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
・
受
給
者
の
住
所
が
変
か
っ
た
場

合
・
受
給
者
の
方
の
養
育
児
童
に
変

更
か
生
じ
た
場
合

こ
受
給
者
の
方
が
公
務
員
に
な
っ

た
場
合

こ
受
給
者
又
は
養
育
児
童
の
氏
名

に
変
更
が
生
じ
た
場
合

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

赤
十
字
社
員
増
強
運
動

平

成
元
年
度

日
本
赤

十
字
社
員

増
強
運
動

は
、
皆

様

の
ご
協

力
に

よ
り
次
の
よ
う

な
結
果

と
な
り
ま

し

た
。

▼
平

成
元
年
度

加
入
社
員
内

訳

・
銀
色
特
別

社
員
四

百

九
十
六
人

（
う
ち
新

規
加
入
：
七

十
人

）

・
金
色
特
別

社

…
…

…
…
百
三

人

（
う
ち
新

規
加
入
…

…
八

人

）

・
銀
色
有
功

社
員
…
…

…
…
一
人

（
う
ち
新

規
加
入

…
…
一
人

）

・
普
通
社
員

…
…
…
…

…
…
一
人

▼
平

成
元

年
度

で
完
納
し

た
特
別

社
員
数

・
銀
色
特
別

社
員
…

…
五

十
五

人

・
金
色
特
別

社
員
…

…
…
…
九
人

こ

れ
に
よ

り
、
皆
様

か
ら
寄
せ

ら
れ

た
社

費
の
合
計
金

額
は
、
八

十
七
万
一
千
五

百
円

と
な
り
、
日

本
赤
十
字

社
青
森
県
支

部
へ
送
金

し

ま
し

た
。

こ
う
し
て

寄
せ
ら
れ
た
社
費
は
、

災
害
救
助

、
血
液
事
業

、
救
急
法

や
家
庭
看

護
法

の
普

及
、
赤
十
字

奉
仕
団

、
青
少
年
赤
十
字

の
育
成

、

国
際
救
援

活
動
な

ど
に
使
わ
れ
ま

す
。な

お
、
平

成
元
年
度

で
完
納
し

た
特
別

社
員
の
方

々
に
は
、
六
月

下

旬

ご
ろ
ま
で
に
日
本

赤
十
字
社

よ
り

称
号

等

が
授
与

さ
れ
る
こ

と

に
な
っ
て

い
ま
す
。

赤
十
字
思
想
普
及
ミ
ニ

知
識
　
　
シ
リ
ー
ズ
①

赤
十
字
の
記
念
日

五
月

八
日

が
何
の
日

か
皆

さ
ん

ご
存
知
で
す

か
？

赤
十
字

の
創
始
者
ア

ン
リ

ー
・

デ
ュ
ナ

ン
の
誕
生
日

で
す
。

五
月

八
日

は
「
世
界
赤

十
字

デ

ー
」
で
あ
り

、
赤
十
字

の
基

本
理

念
で
あ
る

「
人
道
・
博
愛
」

の
精

神
を
今
一
度

、
世
界
的
な

視
点
か

ら
再

確
認
す

る
日
で
も
あ
り
ま
す
。

国

際
化

の
波
が
押
し
寄

せ
る
日

本

に
お

い
て

、
も
は
や
諸
外
国

で

起
き
て

い
る
出

来
事
に
無
関

心
で

い
ら
れ
な

い
こ
と
は

い
う

ま
で
も

あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の

「
世
界
赤

十
字

デ
ー
」

を
機
会
に
人

類
の
一

人

ひ
と
り

が
、
心
の
国

境
を
と
り

は
ら

い
、
地
球
人
と
し
て

の
意
識

を
持
ち

、
世

界
全
体

の
平
和

を
考

え
、
実
践
し

て

い
く
こ

と

が
で
き

れ

ば
と

い
う
願

い
が
込

め
ら
れ
て

い
る
日
な

の
で
す
。

ば
か
に
も
五

月
一
日

の
日
本
赤

十
字
社

創
立
記

念
日
（

一
八

七
八

年

）
ま

た
五

日
の
赤
十

字
社
連
盟

創
立
記

念
日
（
一
九
一

九
年

）
と

五

月
は
赤

十
字
に
ち

な
ん
だ
日

が

多
く

、
今
一
度
「
人
類

の
福
祉

と

世
界

の
平

和
」
を
再

確
認
し

て
み

て
は

い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

（
次
回

は
「
国

際
赤
十
字

の
お
こ

り
」
で
す

。）
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創
立
三
十
五
周
年
を
祝
う

中

沢

農

事

研

究

会

三
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
一

時
か
ら
中
沢
公
民
館
に
お
い
て
、

中
沢
農
事
研
究
会
（
会
長
三
上
権

久
会
員
二
十
五
名
）
の
創
立
三
十

五
周
年
記
念
式
典
が
関
係
者
、
来

賓
六
十
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
は
、
青
森
地
区
農
業
改
良

普
及
所
所
長
石
沢
重
信
氏
の
『
地

域
農
業
活
性
化
に
つ
い
て
』
と
題

し
た
記
念
講
演
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。講
演
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

経
営
者
は
次
の
三
つ
を
目
標
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
「
①
低
コ
ス
ト
で
生
産
量
を

上
げ
る
。
②
付
加
価
値
を
つ
け
、

高
品
質
で
勝
負
。
③
地
域
住
民
一

人
一
人
が
持
っ
て
い
る
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
ご
ま
た
、
「
中
沢

独
自
の
米
生
産
（
無
農
薬
米
）
を

研
究
し
て
ほ
し
い
。
今
の
消
費
者

は
頭
・
目
が
肥
え
て
い
る
の
で
、

中
沢
独
自
の
米
を
生
産
し
食
べ
て

い
る
と
だ
ま
っ
て
い
な
い
ご
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
式
典
に
移
り
、

主
催
者
代
表
の
三
上
権
久
さ
ん
か

ら
、
「
戦
後
の
混
乱
期
を
の
り
こ

え
、
作
物
増
産
時
代
を
迎
え
た
昭

和
二
十
九
年
に
当
農
時
研
究
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
、
三
十
年
と
い
う
長
い

歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
先
輩
た

ち
、
そ
し
て
現
在
の
会
員
の
努
力

に
よ
っ
て
今
年
三
十
五
年
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重

に
村

を
始
め

と
す

る

皆
様

の
深

い
ご
支

援
と

ご
協
力

の

賜

で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
二

十
一
世
紀
の
農
業

に
向
け
て
大
い
な
る
展

望
を
持

ち
、

過

去
の
実
績
を
基
礎

と
し
て
、
共

に
地
域

の
発
展
に

な
る
よ
う
な
研

究
会

に
築
き
あ
げ

る
覚
悟
で
す
。

こ

こ
に
先

輩
方

の

ご
協
力
に
対

し
て
心

か
ら
敬
意
を

表
し

、
今
日

ま
で

ご
指

導

ご
援
助

を
い
た

だ
き

ま
し

た
関

係
諸
機
関

に
心
よ
り
厚

く

お
礼

申
し

上
げ
ま
す

ご
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し

た
。

引
き

続
き
、
今
ま
で

の
歴
代
会

長
（
故

坂
本

甚
吾
外
八

名
）
の
方

々
に
感

謝
状

が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た

、
中

沢
部
落

へ
は
明
治
元

年
か
ら
昭
和

六
十
二

年
度

ま
で
の

米
価
の
う

つ
り

か
わ
り

が
書

か
れ

た
額

が
寄
贈
さ

れ
ま
し

た
。

こ
の
後

、
来

賓
方

々
か
ら
祝
辞

が
あ
り
、
今
ま

で
の
経
過

を
報

告

を
し

て
閉
会
し
ま
し

た
。

祝
賀
会
は

、
閉

会
後
、
会
場

を

傘
松

家
へ
移
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

ひ

と
こ

と
・
村
長

か
ら

転
作
物
と
転
作
の
諸
課
題

休

耕
・
転
作

が
実
施

さ
れ
て

か

ら
、
二

十
年
に
な
り
ま

す
。
米
を

主
体

に
農
業
は
、
毎

年
き

び
し

さ

を
増
し

て
き
ま
し

た
。

水
田

農
業
確
立
対

策
も
制
度
、

内
容

が
変
わ
っ
て

き
て

い
ま
す
。

蓬
田

村
の
転
作
も
以

前
よ
り
は

前
進
し
て

い
る

が
、
今

一
歩
の
努

力
と

、
協

力
を
願

い
た
い
。

即
ち

牧
草
の
転
作

は
管

理
不

充

分
の
所

が
多

く
、
み
い
ふ
の

転
作
も

結
構
で
な

い
。

行
政
の

役
割
、
農

協
の
役

割
、
農
業
委
員
会

な
ど
の

役
割
も
大

切
だ

が
、
農
家

の
皆
さ

ん
の
前
向

き
の
姿
勢
を

お
願

い
し

た
い
。
低
米
価

、
転
作
増
な

ど
で
農
家

経
済

は
苦
し

ん
で

い
ま
す

。

集
団

転
作
の
増
大
を

、
農
事
振

興
組
合

を
中

心
に
、
思

い
切
っ
て

進
め
、

適
作
物
の
作
付

、
排
水
対

策
を
考
え
て

、
増
収
を

は
か
っ
て

い
た

だ
き

た
い
。

こ
れ
に

は
、
技
術

の
向
上

も
必

要

で
す

が
、
コ
ス
ト
低

減
の
農
業

経
営
を
進

め
る
よ
う
に
し

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
思

い
切
っ
て
、

条

件
の
よ
い
水
田

を
集
団
転
作
し
、

低
湿

地
の
所
を

水
稲
栽
培
に
向

け

て

い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

前

進
、
前

進
で
対
処
し
て

ほ
し

い
も
の
で
ち
り

ま
ナ

。

スローガンを

募集します／
村制が施行されて百周年

村制施行百周年を記念するとともに本年

を新たな出発点として大きく飛躍するため、

村民が一丸となって前進できるようスロー

ガンを募集します。

●･応募要領

・作品の用紙は自由 です。

卜 応募期間

・平成元年 ５月１日から６月30 日まで
･・応募資格

・蓬田村在住者または、蓬田村出身者。

卜 審査及び表彰

①審査委員会で選考する。

（2）入選１点　 佳作２点ともに賞状と副賞を

さしあげます。

卜平成元年７月中に入選者を決定し発表の

予定。表彰は記念式典で。

黔･詳しくは、役場総務課企画係までお問い

合わせ下さい。　　2S27  ― 2111 ( 内)  223
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春
季
火
防
演
習
実
施

蓬

田

村

消

防

団

四
月
四
日
（
火
）
、
消
防
団
の

春
季
火
防
演
習
が
小
雪
混
じ
り
の

中
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
村
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
消
防
団
（
坂
本

秀
行
団
長
、
団
員
百
九
十
二
名
）

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

蓬
田
保
育
所
調
理
室
か
ら
出
火
の

想
定
に
よ
り
午
前
九
時
三
十
分
の

サ
イ
レ
ン
の
合
図
と
と
も
村
内
八

分
団
か
ら
ポ
ン
プ
車
が
出
動
し
、

高
田
副
団
長
の
指
揮
の
も
と
始
ま

り
ま
し
た
。

保
母
は
園
児
の
避
難
誘
導
を
、

団
員
は
消
化
活
動
に
て
き
ぱ
き
と

動
き
普
段
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

訓
練
後
、
団
員
は
、
人
員
・
姿

勢
・
服
装
を
点
検
、
八
戸
村
長
の

検
閲
を
受
け
、
分
列
行
進
に
移
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
田
副
団
長
か
ら
講

評
、
坂
本
団
長
か
ら
「
今
年
も
昨

年
の
よ
う
に
無
火
災
の
村
で
あ
る

よ
う
に
団
員
も
火
災
予
防
思
想
の

普
及
に
勉
め
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
訓
示
を
受
け
、
最
後
に
ポ
ン
プ

車
の
村
内
パ
レ
ー
ド
で
し
め
く
く

り
ま
し
た
。

ご注意！
二万ボル卜です

東日本旅客鉄道株式会社

最
近

、
東
北
本

線
、
津
軽
海

峡

線
で

の
感
電
事
故

が
多
発
の
傾
向

に
あ
り
ま

す
。

ご
存
じ

の
よ
う

に
鉄
道
の
沿

線

に
は
電
車

を
通
寸
た
め
の
電
線
（
二

万

ボ
ル
ト

）
と
、
信
号

機
を
点
灯

さ
せ
る

た
め
の
電
線

（
六
千
六
百

ボ
ル
ト

）
が
鉄
道

と
平

行
し
て
走

っ
て
お
り
ま
す

。

二

万

ボ
ル
ト

は
、
一

般
家
庭
に

流
れ
て

い
る
電

気
の
二
百

倍
と

い

う

強

い
電
気

が
流

れ
て

お
り
、
二

メ
ー
ト

ル
以
内

に
近

づ
い
た
だ
け

で
感
電
の
恐

れ

が
あ
り

ま
す
の
で

感
電

事
故
防
止

に
特
段

の

ご
協
力

を

お
願

い
致
し
ま
す

。

《
感
電

事
故
防
止

の
お
願

い
》

コ

鉄
道
の
敷
地
内

に
入
ら

な
い

よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

二

、
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
、

布
等

が

飛

散
し
な

い
よ
う

注
意
し
ま

三

、
釣
竿

等
長

い
物
を
扱
う
時
は
、

電

線
に
近
付
け

な

い
よ
う

に

注
意
し

ま
し
ょ
う

。

四

、
踏

切
で
は
ト
ラ

ッ
ク

の
荷

台

や
耕

運
機
の
荷

台
で
立

っ
た

り
し

な

い
よ
う

に
注
意
し

ま

行
政
相
談
委
員
は

身
近
な
相
談
相
手
で
す

わ
た
し

た
ち
の
日
常
生
活

で
、

行

政

が
行
う

仕
事
に
つ

い
て
苦
情

や
要

望
、
意
見

が
あ
っ

た
と
き
、

も
っ
と
も
身

近
な
相
談
相
手

に
な

る
の

が
行

政
相
談
委
員
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
や
電

話
、

手

紙
で
も

か
ま
い
ま
せ

ん
。

内
容

は
行

政
に
関
す

る
こ
と
で

あ
れ

ば

ど
ん
な
こ

と
で
も
よ
く

、
相

談
を

受
け

た
行

政
相

談
委
員
は

、
秘
密

を

守
っ
て
親

切
に
お
世
話
す

る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
受
け
た
相
談
は

そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
や
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
そ
の
後
の
行
政
運
営
に

生
か
す
と
い
う
大
切
な
役
割
も
拱

っ
て
い
ま
す
。

ま

村
の
行
政
相
談
委
員

圭

氏
名
　
張
　
間
　
キ
　
ョ

住
所
　
蓬
田
村
大
字
長
科
字
川
瀬

十
一

電
話
　
二
七
－

二
四
三
二

総務課から●10

村
職
員
人
事
異
動
（
四
月
一
日
）

▼
総

務
課
企
画

監
（
保
育
所

長
）

小
松

虎
雄
▼
参

事
兼
議
会

事
務
局

長
（
議

会
事

務
局
長

）
田
中

勝
家

▼

保
育
所

長
（
民

生
課
長

）
吉
崎

良
一
▼

民
生
課

長
（
農
林
水

産
課

長
補

佐

）
小
鹿
義

晃
▼
農
林

水
産

課
長

補
佐
（
税

務
課
評
価
係
長

）

古
川
正

隆
▼
土
木

建
設
同
（
中

央

公
民
館

長
補
佐

）
山
舘
建
▼
中

央

公
民
館

長
補
佐
（

土
本
建
設

課
長

補
佐

）
小
松
公

紀
▼
税
務
課
長

補

佐
（

農
業
委
員
会

係
長

）
坂
本
万

藏
▼

総
務
課
係
長

（
議
会
事

務
局

同
）
太
田
信
雄
▼
民
生
課
同
（
総

務
課

財
政
同

）
青
木

昭
信
▼
議

会

事

務
局
同
（
出
納

室
同

）
森
喜

寿

郎
▼
出

納
室
主
幹
（
総
務
課
主

幹

）

細
谷

幸
子

▼
農
林

水
産
課
同

（
土

木
建

設
同

）
猪
股

智
栄
子
▼
総

務

課
主
査

（
農
林

水
産
課
主
査

）
八

戸
純

一
▼
民
生
課

主
査
（
民
生

課

主
事

）
青
木
一
義

▼
同
同
（
同
同

）

八
戸
季
子
▼
農
業
委

員
会
係
長
（
民

生
課
年
金

係
長

）
越
田

守

広　報　よ　も　ぎ　た



談話室

海
底
調
査
は
ま
か
せ
て

今
回

は
、
漁
業
（
ホ
タ
テ
養
殖

）

の
後
継

者
と
し
て

、
ま

た
、
青
年

会
会
員

と
し

て
頑
張

っ
て
い
る
郷

沢
の
福
井
幸
正

さ
ん
に
取
材
し
ま

し

た
。

福
井
さ
ん
は
、
現
在
、
二
十
二

歳
の
若
き
後
継
者
。
高
校
を
卒
業

と
同
時
に
今
の
自
家
で
の
漁
業
に

就
職
し
た
そ
う
で
す
。

仕
事
は
つ
ら
い
で
す
か
と
聞
き

ま
す
と
「
朝
、
四
時
半
頃
に
起
き

る
の
が
と
て
も
つ
ら
い
。
回
り
の

漁
家

の
中

で
は
一
番
早

く
家
に
電

気

が
付

く
」
と
、
若

者
特
権
の
早

起
き
は
苦
手

を
主
張
。

漁
業

は
今
、
と

る
漁
業
か
ら
育

て
る
漁
業
に
変
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
こ
で

必
要

と
な

っ
て
来
る
の

が
、
海
底
調

査
で
す
。

昨
年

の
秋
、
福
井
さ
ん
は
、「
潜

水
士
」

と
い
う

ち
ょ
っ

と
変
わ
っ

た
免
許
を
取

得
し

ま
し

た
。

こ
れ
は

、
蓬
田

村

漁
業

協
同
組

合

が
昭
和
六

十
二

年
度

か
ら
、
全

面

的
援
助

を
し

て
「
潜
水
士

」
の

免

許
を
取
得

さ
せ
て

い
る
こ
と
に

よ

る
も
の
で
す
。

村
内
で
三
人
目

。
こ

れ
か
ら
の

漁
業
関
係
調
査

に
重
要
な

役
割
を

果

た
し

そ
う
で
す
。

ま
た
、
青
年
会

活
動
に

も
積
極

的

に
参
加
し
て

お
り
、
現

在
、
蓬

田

村
青
年
団
体
連

絡
協
議
会

の
常

任
理
事
と
し
て
活
躍

中
で
す
。

皆

さ
ん
よ
く

ご
承

知
の

、
昨
年

開

催
さ
れ
た
全
国

青
年
大
会

で
女

子
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
が
頑

張

れ
た
の

は
福

井
さ

ん
を

は
じ

め
、
青

年
会

役
員

の
陰
な

が
ら

の
協
力

が
あ

っ

た
か
ら
で
す
。

最

近
、
青
年
会
活

動

が
低
迷
し

て

い
る
と
よ
く
言

わ
れ
よ
す

が
、

「
自
分

の
仕
事
を
利
用
し

た

漁
師

一
日
体

験
な
ん
か
も
活

動
の
中

に

取
り
入

れ
た
ら
面

白
い
」
と
語

る

福
井

さ
ん
、
仕
事

に
青
年
会
活
動

に
今
日

も
頑

張
る
。

み
～
つ
け
た

１５

広報よもぎた２月号のけっぱ

る蓬田人で紹介いたしました折

頓?英 治さんの;歌碑を見つけまし

た。

郷沢筒易水道組合が、昭和59

年 ６月10 日に 設立20 周年 を記念

して錙1立した記念碑に『i疂れ湧

く清水を　 ともに飲みわかち

さきはひおほし揶5沢の

ざまれております。

この記念碑は、郷沢稲荷神社

入口にあ ります。

23　19　17　11　11　10　9　6　2

避
難

訓
練

い
も

植
え

会

一
歳

半
児

こ
二
歳

児
健

診
（

中
央
公

民
館

）

修
学

旅
行

（

～
十
二

）

全
校
遠

足

母

親
教

室
二

回
目

）
（
中
央

公

民
館

）

修

学

旅
行

（
～
二

十

）

一
～
二

年

バ
ス
遠
足

ポ
リ

オ
生
ワ

ク
チ

ン
投
与
（
蓬
田
診
療
所
）

５月行事予定
日

内
　
　
　
　
　
　
　

容

担
　
　

当

蓬
田
小
学
校

蓬
田
小
学
校

民
　
生
　
課

蓬
田
小
学
校

篷
田
小
学
校

民
　
生
　
課

蓬
田
中
学
校

蓬
田
中
学
校

民
　
生
　
課

11●談話室・行事予定

広　報　よ　も　ぎ　た

№15　　がんばる　　福井　幸正さん　　　郷沢



け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

⑧

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

㈱
山
田
ニ
ッ
ト
㈱
ボ
ー
ヤ
・
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
㈱
ヤ
マ
ブ

会
長

山
田
　
直
一
さ
ん

高
根
に
生
ま
れ
育
っ
て
、
青
森

市
も
ろ
く
に
知
ら
な
い
私
か
、
大

都
会
東
京
に
出
発
し
た
の
は
、
昭

和
十
三
年
八
月
十
三
日
の
こ
と
で

し
た
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
身
の
回
り

の
全
財
産
を
詰
め
、
学
生
服
の
私

は

、
叔
父
に
見
送

ら
れ
、
一
人

旅

の
夜
行
列

車
で
上
野

に
向
か

い
ま

し

た
。
親

も
兄

弟
も

、
そ
し

て
財
産

と

い
え
る
も
の
も
な
く
、
未
練
は
な
い

と
は

い
う

も
の

の
、
再

び
、
こ

の

地

に
戻

る
時
は
絶
対

に
錦
を
飾

ら

ね

ば
と
、
子
供
心

に
悲

愴
な
決
意

の
旅

立
ち
で
は
あ
り
ま
し

た
。

都

会
で

の
生
活
で
、
先

ず
戸

惑
っ

た

の
は
言

葉
の
問
題
で

、
ス

ー
ス

ー

弁
を
笑

わ
れ
ま

い
と
、
無

口
に

な

っ
た
も

の
で
す
。

し

か
し

体
は
小

さ
く

と
も
、
健

康
に
恵
ま

れ
、

ス
キ

ー
、
野
球

、

ピ
ン
ポ
ン
そ
の
他

、
ス
ポ
ー
ツ
万

能

だ
っ

た
こ
と

が
、
対
人
関
係
や
、

会
社

の
中

に
と
け
こ

む
の
に
、

ど

ん
な
に
役
立
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
初

に
入

社
し

た
牧
野
木
材
株

式
会
社

か
ら
、
取
引
先

の
竹
中
工

務
店
に
請
わ
れ
て
入
社
し
た
の
は
、

昭
和
十
七

年
の
こ

と
で
す

。

運
の
良

さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、

私
の
真
面
目

さ
と
津
軽

人
の
辛
抱

強
さ

が
買

わ
れ
た

の
だ
と
思

い
ま

す
。そ
れ
か
ら
四

十
年
、
営
業
課
長

、

川
崎
出
張
所

長
、
最

後
は
東
京
本

店
の
営
業

部
長
と
勤

め
あ
げ
、
現

在
は
定
年
退
職
、
息
子
の
経
営
す

る
（
株
）
山
田
ニ
ッ
ト
の
会
長
と

し
て
、
一
家
を
あ
げ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

故
郷

の
高
根
に
は
、
山
田

ニ
ッ

ト

の
良
き
協

力
者
と
し
て

、
叔
父

の
経
営
す
る
久
慈
縫
製

も
生
ま

れ
、

故

郷
が
一
層
身

近
に
思

わ
れ
る
現

在
で
す
。

少
年

の
頃

眺
め
た
山
に

、
雑

魚

（
じ
ゃ
っ
こ

）
取

り
を
し

た
川
、

亡
き
両
親

の
墓

参
り
に
帰

郷
す

る

の

が
何
よ
り

の
楽
し

み
で
す
。

けつぱる蓬田人・戸籍の窓口●12

めも
黔現 住所／ 神奈川県横浜市戸塚 区矢部町1576  0 045-861 -4407

●･生年 月日／ 大正10 年11 月24日卜･出身／ 高根･・家族構成／妻

（ 貞子 ）・長男（隆 ）・長男の嫁（良子 ）・孫（隆太郎 ）（あか

ね）（隆二 ）（隆 蔵）●･好 きなものノ ゴルフ ・スキー・その

他 ・スポーツ 全般 ●･経歴／牧野木材（株 ）（昭 和13年 ～17年 ）

・（株 ）竹中工務 店（昭和17年 ～57年 ）・昭 和57年 ～現 在ま

で長 男隆 と共に下 記会社の会長 として勤務中。（株 ）山田二

ット（ スポーツ用品製造 ）･（株 ）ボーヤ ・ノー スランド（ ス

ポー ツ用品 製造）（平成元年 ４月操業 ）（株 ）ヤマ タツ スポ

ーツ用品 販売 ）上 記３社の資本金１億 ５千万円 ・従業員156

名 ・年高額15 億円

戸籍の

窓　囗

人 口 と 世 帯 数

(３月31日現在)

総人口　4,210人
男　　2,033人
女　　2,177人
世帯数　1,040世帯

3月受付

分
お誕生おめでとうございます

稲葉　昂紀
‘英　 一

ひ で 子
長男

:ご結婚おめでとうございます

おくやみ申し上げます

木　村　　　 巖（蓬　 田　55 歳）

広　報　よ　も　ぎ　た

令　　　岳　洋　青森市

久　慈　真由美　高　根

瀧　本　成　人　青森市

坂　本　好　美　中　沢

北　山　　　智　広　瀬

子　葉　敏　子　青森市
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